




省エネ診断
省エネルギーの観点から、ビルや工場等の建物の仕様や設備システ
ム及び現状のエネルギー使用量について調査・分析を行い、それぞ
れの建物に合う省エネルギー手法を見出すこと。

スマートメーター

通信機能を備えた、新型の電力量計（電気メーター）のこと。スマ
ートメーターが設置されれば、電力会社は遠隔検針が可能になると
共に、電力消費者も含めてリアルタイムで需給情報を把握すること
が容易になる。デマンドレスポンス（ピーク需要の削減を促進する
もの）に必須の機器と言われている。

製造品出荷額等
工業統計調査において、１年間（ ～ 月）における製造品出荷額、
加工賃収入額、その他収入額及び製造工程のくずや廃物の出荷額の
合計で、消費税等内国消費税額を含んだ額のこと。

た行

代替フロン類

オゾン層破壊効果の高いフロン（クロロフルオロカーボン）の代わ
りとなる物質の総称で、ハイドロフルオロカーボン（ 、ハイド
ロクロロフルオロカーボン（ 、パーフルオロカーボン（
などがある。代替フロンは、オゾン層の破壊は低いものの地球温暖
化作用がある。

待機時消費電力

家電機器が使用されていない状態や入力待ちの時に定常的に消費し
ている電力のこと。リモコンによる指示待ち状態や内臓時計・メモ
リ機能等の維持に要する電力などを指す。家庭で消費する電力のう
ち、年間 ％が待機時消費電力といわれている。

太陽熱利用機器
太陽の熱エネルギーを屋根の上などに置いた集熱器で集めて、給湯
や冷暖房に利用する。 天気が良い日には約 ℃の温水が得られる
ため、家庭での給湯や暖房を十分に賄える。

地球温暖化係数

温室効果ガスの温室効果の度合いについて二酸化炭素を１として、
その他のガスが単位重量当たりどの程度かを示すもの。通常は、
年間の効果を積算した値で示す。例えば、メタンの地球温暖化係数
は であり、メタン トンの温室効果は、二酸化炭素 トンに
相当する。

地球温暖化対策計画

年 月、地球温暖化対策の総合的かつ計画的な推進を図るた
め、政府が地球温暖化対策推進法に基づいて策定したわが国唯一の
地球温暖化に関する総合計画。温室効果ガスの排出抑制及び吸収の
目標、事業者、国民等が講ずべき措置に関する基本的事項、目標達
成のために国、地方公共団体が講ずべき施策等について定めている。
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地球温暖化対策推進
大綱

年 月、京都議定書の約束を履行するための具体的裏付けの
ある対策の全体像を明らかにしている政府が定めた基本方針。法的
措置をはじめとして、政府として、 年に向けての緊急に推進
すべき対策がまとめられている。 年 月に見直されている。

地球温暖化対策の推
進に関する法律

通称「温対法」。気候変動枠組条約第 回締約国会議で採択された
京都議定書を受け、国、地方公共団体、事業者、国民が一体となっ
て地球温暖化対策に取り組むための枠組みを定めたもの。 年
月に公布され、京都議定書に課された日本の目標である温室効果

ガスの基準年（ 年）比 ％削減を達成するために、国、地方
公共団体、事業者、国民の責務、役割を明らかにしている。

地球温暖化防止行動
計画

地球温暖化防止に向けた政府の行動計画で、 年 月に地球環
境保全に関する関係閣僚会議で決定した。この計画で、 年ま
でに一人あたり二酸化炭素の排出量を 年レベルに安定化させ
ることなどを定めた。

つばさ館

循環型社会形成推進基本法の基本原則にのっとり、ごみの発生抑制
（ ：リデュース）、再利用（ ：リユース）、再生利用
（ ：リサイクル）の を推進するため、市民、民間団体、
事業者と連携し、環境啓発・体験学習・交流活動等の拠点となる施
設。資源化センターに併置されている。

電気事業における低
炭素社会実行計画

政府の 年度のエネルギー需給見通しや、温室効果ガス削減目
標案が示されたことなどを踏まえ、参加事業者の「低炭素社会実行
計画」を統合して新たな目標を設定したもの。

年度に排出係数 程度（使用端）を目指すこ
と、火力発電所の新設等に当たり、経済的に利用可能な最良の技術
を活用すること等により、最大削減ポテンシャルとして約 万

の排出削減を見込むこと等を自主的枠組みとして構築。

トップランナー方式
省エネ法に基づき、省エネルギー基準を策定する際に、現在商品化
されている製品のうち省エネルギー性能が最も優れている機器の性
能に合わせること。
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な行

日本の約束草案

ここでいう国別の約束草案とは、 年以降の各国の気候変動に
関する取組を示す文書で、 年 月にワルシャワで行われた国
連気候変動枠組条約第 回締約国会議（ ）において、
年末にパリで開催される に先立って提出することが求めら
れていたもの。
日本は、 年 月、地球温暖化対策本部において、エネルギー
ミックスとの整合的なものとなるよう、技術的制約、コスト面の課
題等を十分に考慮した裏付けのある対策・施策や技術の積み上げに
よる実現可能な削減目標として、国内の排出削減・吸収量の確保に
より、 年度に 年度比▲ ％（ 年度比▲ ％）
の水準（約 億 万ｔ ₂）とする日本の約束草案を決定し
た。

 
は行

バイオマス
動植物などから生まれた生物資源の総称。バイオマス発電では、こ
の生物資源を「直接燃焼」したり「ガス化」するなどして発電する。
技術開発が進んだ現在では、様々な生物資源が有効活用されている。

廃棄物発電
ごみを焼却する際の「熱」を利用し、高温高圧の蒸気を作り、その
蒸気でタービンを回すことにより発電すること。

廃熱利用
廃棄物発電後の廃熱を利用し、周辺施設などの冷暖房や温水などへ
有効利用すること。

ヒートアイランド現
象

都市の気温が周囲よりも高くなる現象のこと。気温の分布図を描く
と、高温域が都市を中心に島のような形状に分布することから、こ
のように呼ばれる。都市化の進展に伴って、ヒートアイランド現象
は顕著になりつつあり、熱中症等の健康への被害や、感染症を媒介
する蚊の越冬といった生態系の変化が懸念されている。

ヒートポンプ

水を低い所から高い所に押し上げるポンプのような原理で低温側か
ら高温側に熱を移動させる仕組みであり、低い温度の熱源から冷媒
（熱を運ぶための媒体）を介して、熱を吸収することによって高い
温度の熱源をさらに高くする機器で暖房・給湯等に使用できる。ま
た、低温側の熱源は、熱を奪われさらに低温になるので、冷凍・冷
房にも使用できる。利用可能な熱源としては、大気、地下水、コン
ピュータ排熱、ビルの雑排水、海水、下水、浴場排水などがある。
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第三次川越市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
発行 川越市 平成 年 月

≪問い合わせ≫
川越市環境部環境政策課地球温暖化対策担当
〒 埼玉県川越市元町 丁目 番地

 （直通）
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